
理

事

会

報

告

八
月
二
十
六
日
（
水
）
浦
和
県

連
事
務
所
に
於
い
て
第
五
回
理

事
会
を
十
二
名
の
出
席
で
行
い

ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告
・
計
画
予
定

・
全
国
連
盟
な
ど
：
理
事
長

【
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
交
流

会
】
九
月
五
日
（
土
）
宇
都
宮

市
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
・
六
日

（
日
）
富
屋
地
区
セ
ン
タ
ー

武
笠
、
徳
重
参
加
予
定

ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）

年
次
総
会
・
十
月
二
十
四
日

第
九
回
全
国
救
助
隊
交
流
集

会
・
十
月
三
十
一
日
（
土
）
～

十
一
月
一
日(

日)

【
県
連
全
体
活
動
】

県
連
Ｈ

Ｐ
の
「
会
の
紹
介
文
」
を
増
や

し
て
、
組
織
を
大
き
く
し
た
い
。

【
事
務
局
】
所
沢
の
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
よ
り
加
入

の
申
請
あ
り
（
矢
崎
副
理
事
長

案
内
書
送
る
）

【
三
役
会
議
】
九
月
三
日
（
木
）

【
財

政
】
二
団
体
未
納
、
早

急
に
納
入
を
。
財
政
担
当
よ
り

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
活
動
費
を
準

備
・
支
払
い
。

【
組

織
】
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
利
用
し
て
会
員
拡
大

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
八
月
十
八

日
（
火
）
日
進
山
岳
会
紹
介
文

掲
載
【
女

性
】
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ

‐
埼
玉
県
連
、
島
田
理
事
他
三

名
無
事
帰
国
。
九
月
に
報
告
会

を
開
き
た
い
。

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
全
国
ハ
イ
キ

ン
グ
交
流
集
会
（
長
野
・
唐
沢

鉱
泉
）
佐
藤
副
理
事
長
参
加
予

定
。
二
月
十
三
日
か
ら
十
四

日
・
南
ブ
ロ
ッ
ク
と
共
同
で
ス

ノ
ー
ハ
イ
ク

【
自
然
保
護
】
関
東
Ｂ
自
然
保

護
集
会
十
月
三
十
一
日
（
土
）

～
十
一
月
一
日(

日)

加
納
理

事
参
加
予
定
〇
都
連
自
然
保
護

セ
ミ
ナ
ー
九
月
十
三
日
（
日
）

【
救
助
隊
】
九
月
七
日
（
月
）

役
員
会
、
全
国
救
助
隊
交
流
集

会
を
論
議

【
登
山
学
校
】

・
山
で
の
救
急
法
八
月
一
日

（
土
）
机
上
受
講
者
二
十
名
、

運
営
委
員
十
一
名
。
二
日
（
日
）

実
技
（
鹿
沼
の
岩
場
）
受
講
者

十
八
名
、
運
営
委
員
十
名

・
地
図
の
読
み
方
九
月
五
日

(

土)

机
上
、
六
日
（
日
）
実
技

【
岩
ネ
ッ
ト
】

八
月
二
十
三
日
・
三
つ
峠

【
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
】

西
部
：
九
月
十
六
日
会
議

十

一
月
交
流
会
に
つ
い
て

南
部
：
八
月
二
十
日
会
議
、
十

月
二
十
五
日
・
交
流
バ
ス
ハ
イ

ク
（
古
賀
志
山
）
二
月
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

議

題

１
、
安
全
登
山
講
演
会

日
程
：
十
一
月
二
十
九
日
（
十

三
時
受
付
）

講
師
・
全
国
連
盟
の
井
芹
氏
に

要
請
内
容
：
前
回
、
安
全
教
育
担
当

者
会
議
で
行
わ
れ
た
内
容
に
ト

ム
ラ
ウ
シ
事
故
を
加
え
た
も
の

２
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当

者
会
議
：
ト
ム
ラ
ウ
シ
の
遭
難

事
故
に
つ
い
て
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
例

各
会
へ
メ
ー
ル
で
募

集

県
連
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
す
る

３
、
労
山
会
員
以
外
の
遭
難
救

助
要
請
に
に
つ
い
て
：
徳
重
副

理
事
長
が
素
案
を
準
備
。
三
役

会
議
で
案
を
確
認
予
定

４
、
規
約
改
正
：
三
役
互
選
な

ど
案
文
整
理

５
、
そ
の
他

大
雪
遭
難
に
つ

い
て
矢
崎
資
料
配
布

第
三
回
岩
ネ
ッ
ト
報
告

（
担
当
理
事

尾
手
記
）

七
月
二
十
日
（
月
）
天
候

晴

れ

於
：
那
珂
川
水
系
・
苦
戸

川
・
井
戸
沢

三
郷
・
三
名
、

浦
和
・
二
名

新
座
・
三
名

日
和
田
・
一
名

埜
歩
歩
・
一
名

上
福
岡
や
ま

な
み
・
一
名

計
十
一
名
参
加

で
行
い
ま
し
た
。

小
生
が
岩
ネ
ッ
ト
担
当
理

事
に
な
っ
て
岩
ネ
ッ
ト
で
の
沢

登
り
は
初
め
て
で
し
た
。
こ
れ

も
軽
部
氏
が
事
務
局
に
な
っ
て

活
発
な
多
彩
な
企
画
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
感
謝
で
す
。

前
日
十
九
日
の
夕
方
よ
り

各
車
に
便
乗
し
て
深
山
ダ
ム
サ

イ
ト
を
目
指
し
、
西
浦
和
を
出

発
。
途
中
、
食
料
を
調
達
し
て

深
山
ダ
ム
サ
イ
ト
で
テ
ン
ト
設

営
。
夜
は
各
会
と
の
交
流
で
盛

り
上
が
り
明
日
の
沢
で
の
遡
行

を
期
待
し
て
就
寝
。

ダ
ム
駐
車
場
よ
り
車
を
移

動
し
た
が
、
橋
は
錠
が
か
か
り

止
む
無
く
井
戸
沢
出
合
迄
の
長

い
歩
き
と
な
る
、

出
合
の
処
で
新
し
く
堰
堤

が
で
き
て
い
て
、
い
き
な
り
ロ

ー
プ
を
出
し
懸
垂
下
降
の
始
ま

り
だ
っ
た
。

こ
の
沢
は
何
箇
所
か
ロ
ー
プ
を

出
し
な
が
ら
の
遡
行
で
し
た
が
、

快
適
な
沢
登
り
が
楽
し
め
る
良

い

沢

だ

と

感

じ

ま

し

た

。

つ
め
も
ヤ
ブ
コ
ギ
が
な
く
稜
線

に
出
て
流
石
山
か
ら
茶
臼
岳
の

展
望
、
お
花
畑
を
堪
能
し
た
次

第
で
す
。
た
だ
小
生
は
途
中
、

腰
を
痛
め
て
皆
さ
ん
の
足
を
引

っ
張
っ
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
各
会
よ
り
の
参
加
が
多

く
、
軽
部
氏
の
企
画
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は

岩
ネ
ッ
ト
事
務
局

軽
部
迄

岩
ネ
ッ
ト
担
当
理
事

尾
手
迄

Ｆ
Ａ
Ｘ/

Ｔ
Ｅ
Ｌ04
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□   第１５０号   ２００９年  ９月 ８日（火）発行                   埼  玉  労  山  （１）   

「安全登山講演会、概要きまる！！！」１１月２９日  日曜日 午後 北浦和労働会館にて 

大雪山ツアー登山事故 「ツアー登山会社・アミューズトラベルの企画で、５５～６９歳の客１５人とガイド３人は、１

４日旭岳温泉発～旭岳～白雲岳避難小屋泊。１５日～忠別岳～五色岳～ヒサゴ沼避難小屋泊。１６日～トムラウシ山～ト

ムラウシ温泉に下山、との山中２泊３日の予定で大雪山縦走を行った。 

その下山予定日に悪天時の無謀行動から遭難事故を起こし、１８人中８人（チーフリーダー１名含）が死亡した。この事

故報道より、事故発生までの経過から事故原因・防止策を考える。」                矢崎副理事長記 

 この問題を中心に、講師・井芹昌二氏（日本勤労者山岳連盟遭難対策委員長）よりお話をしていただきます。広く労山

会員・未組織登山者の安全意識の向上と登山の発展を願って企画しました。        徳重副理事長・救助隊長記 

2010 年労山カレンダー申込受付中 

○第１次締切日８月 31 日 

○第２次締切日９月 15 日 

○その後随時受け付け※名入れ受付 

※第 1 次、納品９月中 

※２次は納品 10 月中旬となります 

※その後の申し込みは納品日未定 

詳しくは県連事務局 木阪まで  
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小
田
満
義 

こ
こ
一
年
の
間
に
山
仲
間

が
転
倒
、
或
い
は
不
注
意
な
ど

に
よ
る
骨
折
や
捻
挫
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
遇
、
私
が
生
半
可

な
知
識
で
手
当
を
す
る
と
い
う

機
会
が
あ
り
、
「
何
時
か
は
キ

チ
ン
と
学
ば
ね
ば
！
」
と
思
っ

て
い
た
矢
先
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

【
労
山
】
の
企
画
で
し
た
。 

登
山
者
の
高
齢
化
で
事
故

や
ケ
ガ
の
発
生
が
多
発
す
る
昨

今
、
そ
の
当
事
者
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
仲
間
に
そ
の
機
会
に
遭
わ

な
い
こ
と
を
念
じ
つ
つ
「
イ
ザ
」

と
い
う
と
き
の
為
に
受
講
を
希

望
し
ま
し
た
。 

◇
一
日
目
―
机
上
学
習 
 

ケ
ガ
な
ど
に
対
処
す
る
「
三
角

巾
」
の
使
い
方
、
最
近
普
及
し

て
い
る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
使
用
方

法
、
非
常
時
の
「
心
肺
蘇
生
法
」

な
ど
、
マ
ネ
キ
ン
や
実
物
を
使

用
し
た
講
義
、
実
技
。 

短
時
間
な
が
ら
も
ポ
イ
ン
ト

を
的
確
に
説
明
す
る
谷
脇
講
師

に
、
一
言
も
漏
ら
さ
ず
と
周
り

を
囲
む
受
講
者
は
、
貪
欲
（
失

礼
）
な
意
欲
と
真
剣
な
眼
差
し

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

又
、
午
後
は
軽
部
講
師
の
ロ
ー

プ
や
テ
ー
プ
ス
リ
ン
グ
の
扱
い

方
、
使
用
状
況
な
ど
時
折
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
も
、
こ
と

人
命
に
拘
る
こ
と
で
あ
り
、
具

体
的
な
実
例
を
挙
げ
て
の
講
義

や
実
技
。
笑
っ
た
り
、
励
ま
し

あ
っ
た
り
、
こ
の
時
ば
か
り
は

受
講
者
の
聞
く
耳
も
ピ
ク
ピ
ク

と
大
き
く
動
き
、
普
段
覚
束
な

い
指
先
も
、
こ
こ
ろ
な
し
踊
っ

て
い
る
よ
う
に
滑
ら
か
で
し
た
。 

◇
２
日
目
―
実
技
講
習
◇ 

午
前
は
負
傷
者
の
救
出
や

自
身
の
懸
垂
下
降
な
ど
の
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
。
午
後
は
負
傷
者
の

救
出
に
伴
う
小
道
具
の
作
り
方
、

使
い
方
を
目
の
当
た
り
で
実
践
。

実
に
具
体
的
で
解
り
や
す
い
。 

低
山
な
が
ら
も
、
所
々
滑
り 

や
す
い
露
岩
に
悪
戦
苦
闘
し
な 

が
ら
も
意
欲
満
々
の
老
若
男
女
。
実
に

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。 

時
折
小
雨
の
ち
ら
つ
く
生

憎
の
天
気
で
し
た
が
、
２
日
間

充
実
し
た
内
容
の
講
座
の
準
備

や
、
堅
い
頭
、
不
器
用
な
手
先

の
受
講
者
に
、
根
気
良
く
繰
り

返
し
繰
り
返
し
、
取
扱
い
の
説

明
を
し
て
頂
い
た
ス
タ
ッ
フ
、

講
師
の
方
々
に
感
謝
を
す
る
と

共
に
、
心
地
よ
い
疲
労
感
と
充

実
感
を
心
に
抱
き
な
が
ら
帰
路

に
つ
い
た
私
で
し
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

日
進
山
岳
会 

加
藤
由
香 

昨
年
、
登
山
学
校
を
年
間
受
講

し
た
。
講
座
は
ど
れ
も
重
要
な

内
容
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
中
で

も
救
急
法
を
確
実
に
身
に
つ
け

る
必
要
性
を
感
じ
、
「
救
急
法
」

講
座
に
ス
ポ
ッ
ト
参
加
し
た
。 

１
日
目
の
机
上
学
習
は
午
後
か

ら
の
参
加
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

軽
部
講
師
に
よ
る
、
遭
難
事
故

の
概
要
や
救
助
法
等
の
講
習
。 

ま
ず
は
ス
リ
ン
グ
と
カ
ラ

ビ
ナ
で
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
を
作
成
。

昨
年
確
か
に
習
っ
た
筈
の
結
び

方
だ
が
、
手
つ
き
が
お
ぼ
つ
か

な
い
。
そ
の
後
の
各
種
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
も
も
た
つ
き
、
日
頃
の

練
習
が
重
要
と
反
省
。 

 

次
に
ビ
レ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
救
助
法
の
説
明
。
崖
下
に
メ

ン
バ
ー
が
転
落
し
た
と
仮
定
し
、

ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り
上
げ
る
方

法
を
学
ぶ
。
１
対
１
で
上
げ
る
、

１/

３
の
力
で
上
げ
る
等
の
方

法
を
受
講
生
や
講
師
陣
に
実

演
？
し
て
い
た
だ
く
。 

転
落
役
は
体
格
の
良
い
男
性
揃 

い
だ
っ
た
が
、
動
く
ま
い
と
懸 

命
に
踏
ん
張
っ
て
も
、
見
事
に

ロ
ー
プ
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま

う
。
特
に
１/

３
シ
ス
テ
ム
で
は
、

女
性
で
も
、
ロ
ー
プ
を
操
り
男

性
を
引
っ
張
る
こ
と
が
で
き
る
。

是
非
覚
え
た
い
。 

机
上
講
習
を
終
え
帰
宅
後
、

荷
造
り
。
カ
ラ
ビ
ナ
や
ス
リ
ン

グ
等
が
少
し
加
わ
る
だ
け
で
、

ザ
ッ
ク
が
気
持
ち
ず
っ
し
り
す

る
。
そ
の
比
で
は
な
い
重
い
ロ

ー
プ
や
救
急
用
品
を
い
つ
も
背

負
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
運
営

委
員
の
方
々
に
、
改
め
て
感
謝

す
る
。 

入
校
ま
で
は
、
緊
急
時
を
想

定
し
た
荷
造
り
に
つ
い
て
あ
ま

り
考
え
た
こ
と
が
な
く
、
正
直
、

同
行
者
任
せ
だ
っ
た
。
荷
物
総

重
量
と
の
兼
ね
合
い
や
体
力
づ

く
り
等
課
題
は
多
い
が
、
緊
急

時
に
備
え
た
荷
造
り
を
こ
れ
か

ら
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。 

翌
日
は
栃
木
県
・
鹿
沼
の
岩

山
で
実
習
。
曇
。
九
時
三
十
分
、

日
吉
神
社
よ
り
登
り
始
め
る
。 

こ
の
山
は
岩
場
を
よ
じ
登

っ
た
り
、
岩
と
岩
の
間
を
す
り

抜
け
る
よ
う
に
進
ん
だ
り
と
、

変
化
に
富
ん
だ
楽
し
い
山
だ
。

前
日
ま
で
の
雨
に
よ
り
、
岩
場

に
滑
り
や
す
い
箇
所
が
あ
る
の

で
、
３
点
確
保
を
特
に
意
識
し

な
が
ら
登
っ
て
い
く
。 

時
々
小
雨
が
降
る
が
、
本
降

り
に
は
至
ら
な
い
。
崖
状
の
場

所
を
利
用
し
、
ロ
ー
プ
に
よ
る

救
助
訓
練
。
立
木
に
ロ
ー
プ
を

結
び
、
崖
下
に
い
る
人
を
引
っ

張
り
上
げ
る
。
ロ
ー
プ
を
張
る

角
度
も
重
要
、
上
げ
る
方
と
上

げ
ら
れ
る
方
と
の
呼
吸
を
合
わ

せ
、
ロ
ー
プ
を
引
い
た
り
ゆ
る

め
た
り
と
大
変
で
あ
る
。 

昼
食
後
下
山
し
な
が
ら
、
一

人
ず
つ
懸
垂
下
降
の
訓
練
。
下

降
す
る
向
き
に
思
い
切
り
体
重

を
か
け
る
の
が
難
し
く
、
苦
労

し
な
が
ら
じ
わ
じ
わ
と
降
り
る
。 

十
四
時
頃
、
神
社
下
の
公
園

に
到
着
。
各
自
持
参
の
ツ
ェ
ル

ト
を
張
っ
て
み
る
。
全
員
揃
う

ま
で
、
中
で
実
際
に
寝
て
い
た

人
も
い
た
。
な
か
な
か
快
適
ら

し
い
。 

簡
易
担
架
や
簡
易
松
葉
杖
、

ザ
ッ
ク
利
用
の
背
負
い
搬
送
法

等
を
教
わ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

を
知
っ
て
い
る
と
い
な
い
と
で

は
大
違
い
だ
。
い
ざ
と
い
う
時

し
っ
か
り
使
え
る
よ
う
に
せ
ね

ば
と
強
く
思
う
。 

十
五
時
三
十
分
頃
解
散
し

た
途
端
、
大
粒
の
雨
が
降
り
始

め
た
。
行
程
中
は
大
降
り
に
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
大

変
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。 

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め

日
常
の
練
習
が
大
事
と
、
改
め

て
痛
感
す
る
２
日
間
だ
っ
た
。

緊
急
時
に
ま
ご
つ
か
な
い
よ
う
、

反
復
し
て
身
に
つ
け
て
い
き
た

い
。 

事
前
準
備
か
ら
当
日
の
指
示
、

ロ
ー
プ
の
確
保
等
、
運
営
委
員

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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《
編
集
後
記
》
冷
夏
で
し
た

が
皆
さ
ん
は
山
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
か
？
お
盆
休
み

に
白
馬
岳
～
五
竜
岳
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
風
雨
で
一
日
停
滞

で
し
た
が
、
映
画
で
楽
し
ん
た

剱
岳
を
目
の
前
に
し
て
大
感

激
！
何
時
の
日
か
続
き
を
と
思

い
な
が
ら
下
山
。
テ
レ
キ
ャ
ビ

ン
で
ザ
ッ
ク
の
超
過
分
ま
で
払

っ
て
散
々
、
で
も
北
ア
は
最
高

で
し
た
（
笑
）
次
号
は
原
稿
締

切
九
月
末
、
印
刷
・
発
送
は
十

三
日
（
火
）
で
す
。
（
ア
オ
） 

□   第１５０号   ２００９年  ９ 月 ８日（火）発行                   埼  玉  労  山  （２）  

 

第 3 回 

救急法 

会山行報告 安達太良山（８/２２～２３） 山遊会ビスターリ 参

加者 9 名 

天候：曇 コース：奥岳登山口→勢至平→金明水付近→くろがね小屋（泊）

→峰の辻→安達太良山山頂→薬師寺ロープウエイ山頂駅→奥岳登山口 

山頂付近は強風と霧で素手の手先が冷たく、あわてて手袋取り出す天候で

した。しかしロープウエイの乗車を回避しスキー場ゲレンデを下山する頃

は汗が出る天候でリンドウ等のお花畑の中を楽しく下山しました。くろが

ね小屋の源泉直入の温泉は私の経験の中で、一、二の温泉、山小屋で本格

温泉に入浴でき感激！手が凍る気候と汗が噴出す気候が１時間内に体験


